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□1  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

（1）      2222 422  xxx  を展開すると， １  である。 

 

 

 

（2） 1526 22  yxyxyx  を因数分解すると， ２  である。 

 

 

 

（3） 
35

22
 ,

35

22





 yx のとき，  yx  ３  ， xy  ４  ， 

 22 434 yxyx  ５  である。 

 

 

 

【解答群】 

 １  ア 6416 48  xx  イ 6416 48  xx  ウ 25632 48  xx  

 エ 25632 48  xx  オ 2568 x  

 

 ２  ア )123)(12(  yxyx  イ )123)(12(  yxyx   

ウ )123)(12(  yxyx  エ )123)(12(  yxyx   

オ )123)(12(  yxyx  

 

 ３  ア 610    イ 62   ウ 62    

エ 102   オ 102  

 

 ４  ア 2   イ 4   ウ 8   エ 2   オ 4  

 

 ５  ア 116   イ 128   ウ 148   エ 160   オ 204  

 
 
 

【別添２】
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□2  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

（1） xについての無理式 132223 2  xxxP  （ xは実数，
2

1
x ) において， 

3x  のとき， P   １   ， 0
2

1
 x  のとき， P   ２  である。 

 

 （2） 連立不等式   
153

532




xax

axx ≧
 について，この連立不等式の解は， 3a  のとき，  

 ３  であり，解が存在しないようなaの値の範囲は， ４  である。 

 

（3） 不等式  32|1|  　xx  を解くと，  ５  である。 

 

 

 

【解答群】 

 １  ア 27    イ 27    ウ 72     

エ 27    オ 72  

 

 ２  ア 22  xx  イ 22  xx  ウ 112  xx  

エ 112  xx  オ 121  xx  

 

 ３  ア 27  x≦   イ 27  ≦x   ウ 27  ≦≦ x  

エ xx  27，　≦  オ xx ≦，　27   

 

 ４  ア 
13

9
≧a   イ 

13

9
a   ウ 

13

9
≦a    

エ 
13

9
a   オ 

13

9
a  

 

 ５  ア 24  x   イ 42  x   ウ 
3

4

3

2
 x    

エ 
3

2

3

4
 x   オ 2

3

2
 x  

【別添２】
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□3  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

[ 1 ]  

（1）放物線 542 2  xxy  を x軸方向に 3， y軸方向に－2 だけ平行移動すると， 

放物線  １  となる。 

 

（2）放物線 y  ２  を直線 1x  に関して対称移動した後，原点に関して対称移動 

すると，放物線 362  xxy となる。 

 

 

[ 2 ] yx， を実数とするとき， xyxP 42 22   を考える。 

 

（1）Pの最小値は， ３  であり， 2 yx  とすると，Pの最小値は， ４  で 

ある。 

 

（2） 222 ayx  （ 0a ）のとき，Pの最大値をM ，最小値をmとする。 

36mM となるとき， a   ５  である。 

 

 

 

【解答群】 

 １  ア 982 2  xx   イ 1382 2  xx  ウ 33162 2  xx  

エ 35162 2  xx  オ 37162 2  xx  

 

 ２  ア 522  xx   イ 522  xx   ウ 242  xx    

エ 1082  xx  オ 19102  xx  

 

 ３  ア 0   イ 1  ウ 4   エ 1   オ 4  

 

 ４  ア 
3

8
  イ 

3

20
  ウ 

3

23
  エ 

3

28
  オ 

3

40
 

 

 ５  ア 2   イ 4   ウ 8   エ 
2

9
  オ 102  

【別添２】
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□4  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

座標平面上に， 

放物線 622  aaxxy   ・・・① 

  がある。これについて，次の問いに答えなさい。 

 

 （1） 放物線①が x軸と異なる 2 点 A，B で交わるとき，aの値の範囲は  １  であり， 

線分 AB の長さをaを用いて表すと，AB＝ ２  である。 

また， 0a のとき，線分 AB の長さが 6 となるような aの値は  ３  である。 

 

 （2） 放物線①と 2 点 C（1，0），D（3，0）を両端とする線分 CD が，ただ 1 つの共有点を 

もつようなaの値の範囲は  ４  である。 

 

（3） 線分 CD を y軸方向へ 4 だけ移動した線分を EF とする。放物線①と線分 EF が異なる 

2 個の共有点をもつようなaの値の範囲は  ５  である。 

 

 

【解答群】 

 １  ア aa  3,2 　　  イ aa ≦　　≦ 3,2  ウ aa  2,3 　　   

エ aa ≦　　≦ 2,3  オ 32  a  

 

 ２  ア 62  aa   イ 62  aa   ウ 62  aa   

エ 62 2  aa  オ 62 2  aa  

 

 ３  ア 
2

371
 イ 

2

371
 ウ 

2

611
 エ 

2

611
 オ 

2

611
 

 

 ４  ア 73  a  イ 73 ≦≦a  ウ 73 ≦a  エ aa ≦，　73   

オ aa ≦，　≦ 73  

 

 ５  ア 32 ≦a  イ 
5

11
2 ≦≦a  ウ 

5

11
2 ≦a  エ 3

5

11
≦≦a  オ 3

5

11
 a  

【別添２】
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□5  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

（1）  1800 ≦≦ のとき，0≦ 





  52

2
cos


≦

2

1
 を満たす の値の範囲は，  １  で 

ある。 

 

 

（2） a40sin  とするとき， 130tan をaを用いた式で表すと， ２  である。 

 

 

（3） 
2

6
cossin450   ，　 のとき， 

 cos sin  ３  

  44 cos sin  ４  

  88 cos sin  ５  

である。 

 

 

 

【解答群】 

 １  ア  9060 ≦≦  イ  11525 ≦≦  ウ  6535 ≦≦    

エ  700 ≦≦  オ  13070 ≦≦  

 

 ２  ア 
a

a21
 イ 

a

a21
  ウ 

a

a 12 
 エ 

12 

a

a
 オ 

21 a

a


  

 

 ３  ア 
2

1
  イ 

4

1
  ウ 

8

1
  エ 

4

1
   オ 

8

1
  

 

 ４  ア 
2

1
  イ 

4

3
  ウ 

8

7
  エ 

16

15
  オ 

32

31
 

 

 ５  ア 
8

33
 イ 

16

37
 ウ 

32

315
 エ 

16

37
  オ 

32

315
  

【別添２】
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□6  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 
  

三角形 ABC において，AB＝8，BC＝7 ，CA＝5のとき，次の問いに答えなさい。 

 

（1） BAC＝  １  である。 

 

 

（2） 三角形 ABC の面積は  ２  である。 

 

 

（3） 三角形 ABC に内接する円をOとし，三角形 ABC の外部にあり，辺 BC，および辺 AB の 

延長，辺 AC の延長に接する円をOとする。 

このとき，円Oの半径は,  ３  ，円Oの半径は， ４  である。 

また，円Oの中心Oと円Oの中心Oを結ぶ線分 OO と，辺 BC との交点を D とすると， 

線分 OD の長さは  ５  である。 

 

 

 

 

 

【解答群】 

 １  ア 30   イ 45   ウ 60   エ 90   オ 120  

 

 ２  ア 10   イ 20   ウ 35  エ 310  オ 320  

 

 ３  ア 1  イ 2   ウ 
2

3
  エ 3   オ 32  

 

 ４  ア 
3

10
  イ 4   ウ 

3

310
 エ 34  オ 

3

320
 

 

 ５  ア 
3

314
 イ 

13

314
 ウ 

13

3140
 エ 

39

314
 オ 

39

3140
 

【別添２】
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□7  次の  １  ～  ５  にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ一つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

（1） ある国の地域 P において，70 歳以上の男性の中から 5 人を無作為抽出し，何人の子がいる 

かを調査したところ，下の表１のようになった。表 1 で示した変量 xについて，平均値 x お 

よび分散 xs2
を求めると， x  １  ， xs2

 ２  である。 

 表 1 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

子の数  x  4 6 8 7 10 

 

（2） （1）で抽出した A，B，C，D，E の 5 人について，それぞれの長男A，B，C，D，E

に何人の子がいるかを調査したところ，下の表 2 のようになった。表 1 で示した変量 xと表 2

で示した変量 yについて，相関係数 xyr を求めると， xyr  ３  である。 

 表 2 

 A  B  C  D  E  

子の数  y  3 5 6 7 9 

 

（3） 同じ国の地域 Q と地域 R においても，それぞれ 70 歳以上の男性の中から 5 人を無作為抽出 

し，何人の子がいるかを調査したところ，地域 Q において抽出した 5 人から得られたデータの 

平均値は 6，分散は 6 であり，地域 R において抽出した 5 人から得られたデータの平均値は 8， 

分散は 2 であった。この 2 つのデータを合わせた 10 人のデータについて，平均値を z，分散 

を zs2
とするとき， z  ４  ， zs2

 ５  である。 

 

       

 

【解答群】 

 １  ア 6   イ 5.6   ウ 7   エ 5.7   オ 8  

 ２  ア 1  イ 2   ウ 3   エ 4   オ 5  

 ３  ア 75.0  イ 8.0   ウ 85.0  エ 9.0   オ 95.0  

 ４  ア 6   イ 5.6   ウ 7   エ 5.7   オ 8  

 ５  ア 2   イ 3   ウ 4   エ 5   オ 6  

【別添２】



 


